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１．日時： 平成２８年１１月１３日（日） 予備日： 平成２８年１１月２３日（水）

２．集合：東武宇都宮線　壬生駅改札口　９時３５分（最終決定は、５時３０分一斉メール）

３．持参：弁当、飲み物、敷物、雨具、帽子、氷水（夏季）、タオル、着替、保険書、常備薬、その他各自準備品

４．予定行程：東武壬生駅～栃木駅　１２．９Km 　　各自体調により参加場所、リタイヤ場所等自由です

５．連絡：清水　固定：04-7120-1500　携帯：090-3472-2171
shimizu201500@arion.ocn.ne.jp

６．参加：（敬称略）　板川、川船、髙尾、杉澤、若生、松浦、関根、清水

７．集合場所案内図 壬生駅 出典：東武鉄道 http://railway.tobu.co.jp/guide/station/info/4104.html

　・電車は９時３１分に到着します
　・トイレを済ませて下さい

（昼食情報）
　駅近くにスーパーがありますが、できるだけ持参願います。
　途中の詳細情報は不明ですので、飲み物・弁当は必須です。
　昼食場所は、下野國庁跡を予定しています。

（見どころ）
　下野國惣社（大神神社）、下野國国庁跡、栃木市お祭り（山車）です。
　今回は、栃木市内ウォーキング済のため事前調査を実施していません。
　ご了承ください。

第１５回　日光西街道ウォーク



１．往路時間設定（土日）

8:00 7:51
春日部 ← 岩槻

7:53 7:23 7:08
春日部 ← 運河 柏
乗換 東武宇都宮線

東武線： 北千住 春日部 東武動物公園着 東武動物公園発 杉戸高野台 南栗橋着 南栗橋発 栗橋 板倉東洋大前 栃木 新栃木着 新栃木発 壬生

8:05 8:16 8:23 8:25 8:28 8:41 8:59 9:04 9:20 9:31

埼京線 宇都宮線
JR： 新宿 赤羽着 赤羽発 大宮 栗橋 東武乗換 東武日光線

栃木 新栃木発 新栃木着 東武金崎
7:07 7:21 7:26 7:43 8:11 9:11 9:02

２．復路時間設定（土日） 栃木発 新栃木 東武金崎

東武線： 北千住 春日部 東武動物公園発 東武動物公園着 杉戸高野台 南栗橋発 南栗橋着 栗橋 板倉東洋大前 栃木発 14:55 14:59 15:08

快速 16:12 15:50 15:54 15:24 15:04

15:46 15:42 15:30 15:11 南栗橋行

JR： 新宿 赤羽 浦和 大宮 栗橋 JR乗換

16:21 15:52 宇都宮線・熱海行
16:59 16:27 湘南新宿特別快速・小田原行

8:11



壬生～栃木往還　12.9Km
出典：マピオン

０．下野國全体図



１．下野（しもつけの）國由来（注：国→國にしてあります）
　・これ以前 全国的にクニ（小さな統治区域）が無数にあった→これ等が次第に統合されていく
　・４世紀頃 毛野（けの／けぬ） 群馬県と栃木県（那須地方除く）
　・５世紀頃 上毛野（かみつけの）、下毛野（しもつけの）＋那須地方

上毛野（かみつけの）國、下毛野（しもつけの）國に那須地方を包含
　・８世紀初頭 上野（こうずけ）國、下野（しもつけ）國
　・現代 群馬県（上野）、栃木県（下野）

２．毛の考え方
　①毛人→縄文人→蝦夷（東北地方にも毛がつく地名が多い）
　②御食（みけ）→地名
　③紀の國→木の國→地名
　④鬼怒川は毛野河が転化した
　⑤毛のつく地名なども多い
　　・上毛高原、上毛電鉄、上毛新聞
　　・毛と毛の國を結ぶ路線名→両毛線
　　・三毳（みかも）山（栃木県）

３．州の呼び方 上野→上州、下野→野州（他に武蔵國→武州、甲斐國→甲州）

４．豪族の古墳
　①群馬県太田市 太田天神山古墳全国26位の巨大古墳、総数1,200基
　　・埋葬者の推定：大和政権と密接な関連があった人物、日本書記にも記載されている人物か
　　・200ｍを超す大規模古墳は、畿内、吉備、毛野だけである
　②栃木県下野市 隣接の小山市を含めると12基

５．律令制
　・國を制定→上野國、下野國
　・國の行政地域→國衙（こくが）
　・國衙の領地→國衙領→國領
　・國の役人→國司（こくし）
　・國の重要施設の集合→國府（こくふ、こー）→中心地を國衙→國司の儀式・政治を行う場所を國庁
　・配置する寺院→國分寺（僧２０人）、國分尼寺（尼僧１０人）、五重塔～七重塔
　・惣社（総社）→國内の神社（一ノ宮、二ノ宮、三ノ宮・・・）を勧請して、國司の行脚負担を軽減

６．令制國一覧（初期）
　・五畿七道の行政区域にわかれていた
　・五畿：大和、山城（山背）、摂津、河内、和泉の各國
　・七道： ①東海道：伊賀、伊勢、志摩、尾張、三河、遠近江、駿河、伊豆、甲斐、相模→（海路）→安房、

上総、下総、常陸
海路の理由：600年末の江戸は湿地帯のため通行できない
上総と下総が、東京からの位置が逆転しているのはこの理由である
武蔵國への道路は、上野國（太田市）からの分岐になっていた

②東山道：近江、美濃、飛騨、信濃、上野、武蔵（上野分岐）、下野、陸奥、出羽
③北陸道：若狭、越前、加賀、能登、越中、越後、佐渡
④山陰道：丹波、丹後、但馬、因幡、伯耆、出雲、石見、隠岐
⑤山陽道：播磨、美作、備前、備中、備後、安芸、周防、長門
⑥南海道：紀伊、淡路、阿波、讃岐、伊予、土佐
⑦西海道：筑前、筑後、豊前、豊後、肥前、肥後、日向、大隅、薩摩、壱岐、対馬

７、上野國、下野國の位置
　①下野國
　　・栃木市、下野市を流れる思川周辺に集落があった
　　・国府（国庁）→栃木市田村町、国分寺および尼寺→下野市国分寺町、惣社→大神神社（栃木市惣社町）
　②上野國
　　・前橋市元惣社町の利根川周辺に集落があった
　　・国府（国庁）→前橋市元総社町、国分寺および尼寺→高崎市東国分、惣社→総社神社（前橋市元総社町

８．武蔵國（杉澤　稔さん情報）
　　・国府→府中市宮町、国分寺→国分寺市西元町（尼寺も同一）、惣社→大國魂神社（府中市宮町）
　　・五重塔は、落雷により焼失（避雷針の考えが無かった）

　・７世紀頃（大宝律令）
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１．壬生

スーパー

小山方面
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２．大神神社：栃木市惣社町４７７
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３．国府南小
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４．下野國庁跡：栃木市田村町３００
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５．大宮出張所
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６．新栃木駅



壬生～栃木往還　12.9Km
出典：マピオン

７．栃木駅

お祭り会場


